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● 現在の研究について 

鞭毛・繊毛は規則正しい波動運動を行う細胞

の運動器官です。たとえば、精子の鞭毛運動は

細胞の移動に、気管の繊毛運動は呼吸の際に体

内に侵入した異物や細菌などを運搬して排除す

ることに役立っています。本数が少なく長い場

合を鞭毛、本数が多く短い場合を繊毛と呼んで

区別していますが、両者は共通の内部構造をも

ち、運動機構も同じであると考えられています。

私たちの研究室では鞭毛・繊毛の運動と構築の

機構を調べ、その詳細を明らかにすることを目

指しています。 

 

１）鞭毛・繊毛の運動機構の研究 

 クラミドモナス（和名：コナミドリムシ）とい

う緑藻を使ってその鞭毛の運動の研究をしてい

ます。クラミドモナスは突然変異株を得ることが

容易です。野生株と変異株の運動性と内部構造の

違いを詳しく調べることにより、鞭毛・繊毛の運

動機構を分子レベルで調べています。 

 

２）鞭毛・繊毛の構築機構の研究 

 クラミドモナスは様々な刺激により鞭毛を自

分で切断します。その刺激がなくなると、鞭毛は

１時間程度で再生され、もとの長さに戻ります。

このようなダイナミックな振る舞いをする鞭毛

の構築と再生の機構を調べています。 

 

 

 

● 今後進めていきたい研究について 

最近、ヒトのあらゆる組織の細胞に繊毛が生え

ていること、それらは単に運動するだけでなく、

細胞外の情報を感知するセンサーとしても働い

ていることが分かってきました。この繊毛の運

動・構築の異常により様々な症状を示すいわゆる

「繊毛病」が起こります。突然変異株が得やすい

クラミドモナスは、ヒトの繊毛を研究する上でも

よいモデルとなります。そこで、ヒト繊毛病の新

たな原因遺伝子をクラミドモナスの変異株から

調べる研究を進めたいと思います。 

また、鞭毛・繊毛は水の中で自発的に運動を行

うマイクロマシンと言えます。この運動をまねる

ことで人工的な新規の駆動装置を設計できる可

能性があります。まずは、そのような装置のプロ

トタイプになるような運動装置を鞭毛・繊毛の部

品から組み立てるような研究も行いたいと思い

ます。 

 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

鞭毛・繊毛をもつ微生物の中には、ヒトや家畜

の伝染病に関与するものも知られています。これ

まで原因が知られていなかった病気の中に、鞭

毛・繊毛をもつ新規の微生物が関与していること

もあり得ます。今後、農業試験場などと連携して、

そのような微生物を探索していく研究も行って

みたいと思っております。 


